験に は、 まだ 十五 分の 間が あった。 探偵小説 家の 父親 

の 銅像に、 いつくしみの 瞳 を そそぎつつ、 右手の だら 

だら 坂 を 下り、 庭園に 出た ので ある。 これ は、 むかし、 

さるお 大名のお 庭であった。 池に は 鯉と 緋& とすつ ぼ 

ん がいる。 五六 年 まえまでに は、 ひとつがいの 鶴が 遊 

ん でいた。 いまでも、 この 草 むらに は 蛇が いる。 雁 や 

のが も 

野 鴨の 渡り鳥 も、 この 池で その 羽 を 休める。 庭園 は、 

ほんとう は 一 一 百 坪に も 足りない ひろさな ので あるが、 

見たところ 千 坪 ほどの ひろさな の だ。 すぐれた 造園術 

のし かけで ある。 われ は 池畔の 熊笹のう えに 腰をおろ 

し、 背 を 樫の 古木の 根 株に もたせ、 両脚 を ながながと 



こみち 

前方に なげだした。 小径 をへ だてて 大小 凸凹の 岩が な 

らび、 その かげから ひろびろと 池が ひろがつ ている。 

さざなみ しわ 

曇天の 下の 池の 面 は 白く 光り、 小波の 皺 をく すぐった 

げに 畳んで いた。 右足 を 左足のう えに 軽く のせてから、 

われ は 眩く。 

I われ は 盗賊。 

まえの 小径 を 大学生た ちが 一 列に 並んで 通る。 ひき 

も きらず、 ぞろぞろと 流れる ように 通る ので ある。 い 

ずれ は、 ふるさとの 自慢の 子。 えらばれた 秀才た ち。 

ノオトの おなじ 文章 を 読み、 それ を みんな みんなの 大 

学生が、 一律に 暗記し ようと 努めていた。 われ は、 ポ 



も あり、 わずかで は ございま すが、 奉仕 させて いただ 

きたく 存じます。 

その 奉仕の 品品が、 入口の 傍の 硝子 棚の なかに 飾ら 

くるまえび 

れ ている。 赤い 車海老 は パセリの 葉の 蔭に 憩い、 ゆで 

卵 を 半分に 切った 断面に は、 青い 寒天の 「壽」 という 

文字が ハイカラに くずされて 画かれて いた。 試みに、 

きょ ラ！ K ラ 

食堂の なか を視 くと、 奉仕の 品品の 饗応に あずかつ 

ている 大学生た ちの 黒い 密林の なか を 白い エプロン か 

けた 給仕の 少女た ちが、 くぐりぬ け すりぬけして ひら 

ひら 舞い 飛んで いるので ある。 ああ、 天井に は 万国旗。 

大学の 地下に 匂う 青い 花、 こそば ゆい 毒消し だ。 よ 



なった。 百姓 は 私の ほう をむ いて 立ち あがった。 外へ 

出ろ。 そう 言って、 入口の ほうへ 歩き はじめた。 私 も 

にゃにゃ 笑いながら 百姓の あとに ついて 歩いた。 金色 

のぞ 

の 額縁に おさめられて ある 鏡 を 通りすがりに ちらと 視 

いた。 私 は、 ゆったりした 美丈夫であった。 鏡の 奥底 

に は、 一尺に 二 尺の 笑い顔が 沈んで いた。 私 は 心の 平 

静を とりもどした。 自信 ありげ に、 モス リンの カァテ 

ンをぱ つと はじいた。 

THE SMAWARI と 黄色い ロォマ 字が 書かれて あ 

る 四角の 軒燈の 下で、 私たち は 立ち どまった。 女給 四 

人 は、 薄暗い 門口に 白い 顔 を 四つ 浮かせて いた。 



私たち は 次の ような 争論 を はじめた ので ある。 

一 あまり 馬鹿にする なよ。 

—— 馬鹿にした のじ やない。 甘えた のさ。 いい じ や 

*k 、 ゝ o 

るレカ 

—— おれ は 百姓 だ。 甘えられて、 腹が たつ。 

私 は 百姓の 顔 を 見直した。 短い 角 刈に した 小さい 顔 

ひとえ まぶた さんばく がん あおぐろ 

と、 うすい 眉と、 一 重 瞼の 三 白眼と、 蒼 黒い 皮膚で あつ 

た。 身丈 は 私より 確かに 五寸は ひくかった。 私 は、 あ 

くまで 茶化して しまおうと 思った。 

—— ゥ イス キイが 呑みたかった のさ。 おいしそう 

だった からな。 



—— おれ だって 呑みたかった。 ゥ イス キイが 惜しい 

の だ。 それだけ だ。 

—— 君 は 正直 だ。 可愛い。 

—— 生意気い うな。 たかが 学生 じ やない か。 つらに 

おしろい をぬ たくり やが つ て。 

ところが 僕 は、 易者 だとい うこと になって いる _ 

予言者 だよ。 驚いたろう。 

—— 酔った ふりなん かするな。 手 をつ いて あやまれ _ 

—— 僕 を 理解す るに は 何よりも 勇気が 要る。 いい 言 

葉 じ やない か。 僕はフ リイ ドリ ッヒ • ニイ チェ だ。 

私 は 女給た ちのと めて 呉れる の を、 いまかいまかと 



あまがえる 

雨蛙の 姿 に似ていた ようであった。 自身の ぶざまが、 

私 を 少し 立腹 させた ので ある。 手袋 も 上衣 も ズボン も 

それから マント も、 泥 まみれに なって いる。 私 はの ろ 

のろと 起き あがり、 頭 を あげて 百姓の もとへ 引返した。 

百姓 は、 女給た ちに 取り まかれ、 まもられ ていた。 誰 

きょ うぼう 

ひとり 味方がない。 その 確信が 私の 兇暴 さ を 呼び さ 

ましたの である。 

_ —— お礼 をしたい の だ。 

せ せら 笑って そう 言って から、 私 は 手袋 を 脱ぎ捨て、 

も つ と 高価な マント を さえ 泥の なか へ かなぐり 捨てた。 

私 は 自身の 大時代な せりふと みぶりに やや 満足して い 



た。 

—— 出ろ。 

ずね 

そう 叫んで、 私 は 百姓の 向う 臑を 泥靴で 力 いっぱい 

に 蹴 あげた。 蹴た おして、 それから 澄んだ 三 白眼 をく 

り 抜く。 泥靴 はむな しく 空 を 蹴った ので ある。 私は自 

身の 不恰好に 気づいた。 悲しく 思った。 ほの あたたか 

いこぶ しが、 私の 左の 眼から 大きい 鼻に かけて 命中し 

まの； D 

た。 眼から まっかな 焰が 噴き出た。 私 は それ を 見た。 

みみたぶ 

私 はよ ろめいた ふり をした。 右の 耳朶から 頰 にかけ て 

びし やっと 平手が 命中した。 私 は 泥の なかに 両手 をつ 

いた。 とっさの うちに 百姓の 片脚 をが ぶと 嚙ん だ。 脚 



ちゅうの 田圃へ 出て、 せまい 畦 道 を 一列に ならんで 進 

み、 村の ひとた ちをひ とりも 見の がす ことなく 浮かれ 

させ 橋 を 渡って 森 を 通り抜けて、 半里 はなれた 隣村に 

まで 行きつ いてし まった。 

村の 東端に 小学校が あり、 その 小学校の さらに 東 隣 

りが 牧場であった。 牧場 は 百 坪 ほどの ひろさであって 

オランダ げんげが 敷き つめられ、 二 匹の 牛と 半 ダァス 

の 豚と が 遊んで いた。 チヤ リネ はこの 牧場に 鼠色した 

テントの 小屋 を かけた。 牛と 豚と は、 飼主の 納屋に 移 

転した ので ある。 

まお A む 

夜、 村の ひとたち は頰 被りして 二人 三人ず つかた 
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